


加藤周 ー (1919-2008)

戦後日本を代表する国際的知識人であり、 洋の東

西にわたる視野のもとに日本文学史や日本美術史

を研究した。 海外で翻訳された著書は50冊近く

にのぼるが、 代表作であるI日本文学史序説』は

七カ国語に翻訳される。 晩年は「九条の会」の活

動に尽力。 本学国際関係学部で客員教授、 立命館

大学国際平和ミュ ー ジアムの初代館長を務めた。

講演者プロフィ ー ル

ナラ カッジ

奈良勝司

1977 年京都府生まれ、立命館大学

大学院博士課程修了。 文学博士。 ド

イツ ・ ルール大学ボ ー フム校客員准

教授 (2011-) 、韓国 ・ 漢陽大学校国際文化大学助教授、

立命館大学助教を経て、現在は広島大学准教授を務める。

専門は明治維新史で、 世界認識 論、 近世近代移行論の視

点から徳川政権を中心に研究を続ける。主著に「 明治維

新と泄界認識体系」、「明治維新をとらえ直す」などがある。

リ ソンシ

李成市
1952 年名古屋市生まれ。横浜固立大

学教育学部助教授、早稲田大学文学

部助教授を経て、 1997 年から同大学

文学学術院教授。専門は古代東アジア 史。 博士（文学）。

早稲田大学理事も務める。主な著作に「東アジアの王権と

交易」 「古代東アジアの 民族と国 家」 「東アジア 文化圏の形

成」「創られた古代 」「植民地近代の視座」「創られた古代 」「留

学生の早稲田� などがある。

ヒグチ ョウイチ

樋口陽 一

1934 年仙台市生まれ。 1957 年東北

大学法学部 卒業。東北大学、東京大

学、パリ大学（フランス）、 フリブー

ル大学（スイス）、上智大学、早稲田大学で教授、客員教

授を務める。専門は憲法学。現在は、東京大学名誉教授、

学士院会員、同際憲法学会名誉会長、立命館大学図書館加

藤周一 文庫運営委員会顧問 など。主な著書に「 近代国 民国

家の 憲法構造」 「抑止力としての 憲法」、そして 「加藤周一

と丸山慎男―日本近代の〈知〉と〈個人〉」など多数がある。

会場案内

市バス、JRバス 「立命館大学前」 下車

または市バス「衣笠校前」下車、 徒歩10分

加藤周 ー文庫とは

加藤周 ーが遺した二万冊を数える蔵書、 一万

頁を超える手稿ノ ー ト、 新聞記事、 写真、 地

図、来信などの資料類が、御遺族によって本

学に寄贈され、 本学平井嘉一郎記念図書館に

収められた。 大半の蔵書は、 同図書館2階の

「加藤周 ー 文庫」で公開され、 手稿ノ ー トの
一部はデジタルアーカイブで公開されている。

ソン カ

孫 歌
1955 年中国吉林省生まれ、東京都

立大学で博士号（政治学） を取得。
一橋大学客員教授などを歴任 。その

後 、 中国 社会科学院文学研究 所研究員、日本政治思想史

専攻。著書に「私の日本論」「 アジア を語ることのジレンマ 」

「竹内好という問い」 「歴史の 交差点に立って」、 編著 「r中

国現代 文学を読む 一 40 年代の検証」、共著に「国外 中国古

典戯曲研究」、 訳書に桑原武夫著 「文学序説」などがある。

ソ ー ニャ カト ー

Sonja Kato 
1972 年ヴィ ーン生まれ、 加藤周一の

養女。ヴィ ーン大学を卒業、 同大学修

士号⑮酎史学） を取得。 フリー ラン

スとしてオ ーストリア放送協会に勤務し、その後オ ースト

リア 社会民主党広報部 に所属し、 2001 年から10 年まで

ヴィ ーン市会議員を務める。オ ーストリアの 政治家アンド

レ アス・ メイ ラス・ ポコルニー氏と結婚。立命館大学と協同で、

畔、夏季に立鑓大学若琴究者をヴィ ーンに招待する。

イムキョンテク

林慶澤
1960 年生まれ、韓国西江大学英文科

卒業、 1989 年ソウル大学校 大学院人

類学科卒業。 1998 年東京大学大学院

総合文化研究科で学術博士学位取得。 2002 年に韓国国立全

北大学校日本学教授に就き、現在は韓国国立全北大学校考

古文化人類学科教授。専門は文化人類学。韓国日本 思想史

学会副会長、韓国琉球 ・ 沖縄学会会長を歴任し、現在 、韓

国 文化人類学会会長。共著に「中心と周縁からみた 日韓 社

会の諸相」 「日韓関係史1965-2015. 3 」 など多数がある。
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平井嘉一郎記念図書館2階「加藤周ー文庫」

イケザワ ナツキ

池澤夏樹
1945 年北海道帯広市生まれ。 作 家、

詩人。小学校 から後は東京育ち。 多

くの旅を重ね、3年をギリシャで、

1 0 年を沖縄で、 5 年をフランスで過ごし、今は札幌在住。

1987 年に「スティル・ ラ イ フ」 で芥川賞受賞。その後の小

説に「マシアス・ギリの失脚」、「静か な 大地」、「双頭の船」など。

加藤周ーの影響の下にした仕事に、 「終わりと始まり」、 「池

澤夏樹＝個人編 集 日本文学全集」、 「新作狂言 「鮎」」など。

オゼキ モトアキ

小関素明
1962 年生まれ。立命館大学大学院博

士課程単位取得退学、国立歴史民族

博物館歴史研究部助手、立命館大学

文学部助教授を経て、立命館大学文学部日本史研究学域教

授。専門は近代日本政治思想史。主な著書に「日 本近代主

権と立憲政体構想」 があり、論文に「明治維新「革命」論」 r日

本における主権的権力の原理と形状」、 加藤 論に「加藤周
ーの精神史—性愛、詩的言語とデモクラ シー 」 がある。

ワンツォンテェン

王中枕
1954 年中国吉林省生まれ。 中固東北

師範大学中回語学文学部 卒業。 1992

年大阪外国語大学言語文化学修士取

得。岩手大学人文社会科学部助教授を経て、現在は、 中国

清華大学人文社会科学学院教授。専門は比較文学・ 比較文化、

日中 近現代 文学及び北東アジア地域文化史。著書に「越境

と想像ー 20 世紀中国 H 本文学比較研究論集」、 「走読記一 中

国 と日本の狭間で：文学雑記」など。 大江健三郎著 「個人

的な 体験」などを中国語訳する。日中の 文化学術交流に尽力。

一 加藤周 ーの知的遺産と世界の中の日本
於：日仏会館ホ ー ル（東京）
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1 「雑種文化論」の射程 I司会I三浦信孝（日仏会館副理事長）I登壇者I樋口陽一 （日本学士院）、ピエ ー

ル＝フランソワ ・ スイリ（ジュネ ー ヴ大学名誉教授）、小熊英二（慶應義塾大学）

2私たちが加藤周ーに負うもの I司会I鶯巣力（立命館大学） I登壇者Iィルメラ ・ 日地谷＝キルシュ
ネライト（ベルリン自由大学）、水村美苗（作家）、 ソーニャ ・ アンツェン（トロント大学名誉教授）

3加藤周ーをめぐる誤解を晴らす I司会Iベルナ ール ・ トマン（日仏会館・フランス国立日本研究所所長）
I登埋者Iクリストフ・ サプレ（フランス国立科学研究センタ ー ）、ジコリー・ プロック（京都工芸繊維大学）

9.22c日） ――-------------------------------------------------------------

4加藤周ーを批判的に継承する I司会I澤田直（立教大学） 1登壇者I山元 ー（慶應義塾大学）、三浦篤（東
京大学）、片岡大右（慶應義塾大学）

5加藤周 ーにおける文学と政治 1司会I西谷修（東京外国語大学名番教授）卜登壇者け毎老坂武（元関西
学院大学）、 三浦信孝（中央大学名誉教授）、 澤田直（立教大学）

6加藤周ーを超えて考える：世界の中の日本 I司会I三浦信孝I登坦者I西谷修、白井聡（京都精華大学）
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